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M&A関連業務

■対象会社の貸借対照表を基礎として調査を実施し、実態純資産を算出します。含み損益の有
無、追徴課税リスク、簿外債務の有無などを把握することにより、対象会社の財務的な実態を認
識することができます。

■対象会社の損益計算書を基礎として調査を実施し、正常収益力を算出します。正常収益力は
企業評価の基礎となるとともに、買収後の戦略立案にも資するものとなります。

■必要に応じて事業計画を調査するビジネスデューデリジェンスにも対応いたします。

クライアントニーズ及び対象会社の概要を把握し、ストラクチャーの
理解または提案を行います。
ストラクチャーに応じて、調査対象・領域を選定いたします。

従業員数

住所

「財務デューデリジェンス」

M&Aの意思決定をサポートすべく、個別案件に応じた柔軟な対応を行います。

調査対象

領域の選定

資料収集

・

実地調査

証憑等書面による調査・ヒアリング・財務分析を主体とした調査を実
施いたします。
マネジメントインタビューを行い、論点になる項目に対する対象会社
の考え等を聞き出し、実態の把握を行います。

報告書作成

クライアントニーズに応じた上記調査結果を報告書にまとめます。
ニーズに応じた報告形式をとることで、意思決定に資する資料とし
てご提供申し上げます。

調整後

貸借対照表

（実態純資産）

（報告書の主たる構成要素）（＊）

（＊）報告書の内容はニーズに応じて個別案件ごとに異なります。中核となる要素として記載しております。

調整後

損益計算書

（正常収益）

調整項目（代表例）

・滞留債権、不良在庫
・金融資産
・引当金、税金

調整項目（代表例）

・役員報酬
・関連会社取引
・非経常取引


